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判例研究

判
例
研
究

外
国
判
例
研
究
（
第
二
回
）
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国
判
例
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究
会

取
得
時
効
の
効
力
に
つ
き
遡
及
効
を
認
め
た
判
決
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【
事
実
の
概
要
】

　
所
有
者
Y
（
O
冨
旨
く
0
8
昌
）
は
、
一
九
七
八
年
作
成
の
公
署
証
書

に
お
い
て
、
X
（
直
O
O
ヨ
ヨ
⊆
昌
鋤
⊆
什
〇
二
円
ぴ
鋤
一
昌
⑦
α
①
U
U
O
「
α
①
鋤
二
×
）
に
、

本
件
土
地
を
売
却
し
た
。
し
か
し
、
本
件
土
地
は
、
A
（
ぎ
ω
蜂
暮

慈
ユ
8
巴
α
①
冨
8
0
臼
。
げ
①
鋤
σ
q
「
8
0
巨
ρ
⊆
Φ
）
に
よ
っ
て
占
有
さ
れ

て
い
た
。
A
の
占
有
の
事
実
に
気
づ
い
た
X
は
、
主
位
的
請
と
し
て

Y
に
対
し
て
本
件
土
地
の
引
渡
を
、
そ
し
て
予
備
的
請
求
と
し
て
そ

れ
が
不
可
能
な
場
合
に
は
、
売
買
の
解
除
（
『
Φ
ω
○
一
五
け
一
〇
昌
）
と
代
金

の
返
還
を
行
う
よ
う
求
め
た
。
加
え
て
、
X
は
、
占
有
者
A
に
も
既

判
力
が
及
ぶ
判
決
を
（
ユ
O
o
富
鐙
口
8
α
①
冒
α
q
①
ヨ
①
口
け
o
o
筥
ヨ
§
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

得
る
た
め
に
、
占
有
者
A
を
裁
判
に
召
喚
し
た
。

　
ボ
ル
ド
ー
控
訴
院
は
、
A
が
本
件
土
地
を
、
一
九
五
三
年
以
来
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

三
〇
年
間
占
有
し
、
こ
の
占
有
は
、
民
法
二
二
二
九
条
の
定
め
る
時

効
の
要
件
を
充
た
し
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
、
取
得
時
効
の
完
成
を

認
め
た
。
そ
し
て
取
得
時
効
が
完
成
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
X
Y
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ざ

の
売
買
契
約
は
フ
ラ
ン
ス
民
法
一
五
九
九
条
の
定
め
る
他
人
物
売
買

で
あ
っ
て
、
無
効
な
売
買
で
あ
る
の
で
代
金
を
返
還
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
Y
が
上
告
し
た
。
Y
の
上
告
理

由
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
①
X
も
A
も
申
立

趣
意
書
（
O
O
目
O
一
⊆
ω
一
〇
昌
）
中
に
お
い
て
、
民
法
一
五
九
九
条
の
定
め

る
他
人
物
売
買
の
適
用
を
申
し
立
て
て
い
な
い
。
両
当
事
者
の
申
し

立
て
に
よ
ら
ず
、
職
権
に
よ
っ
て
裁
判
を
行
っ
た
ボ
ル
ド
ー
控
訴
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　

の
判
決
は
、
対
審
の
原
則
（
冒
凶
昌
。
号
Φ
α
⊆
o
o
簿
轟
臼
。
什
。
貯
①
）
や
新

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
事
訴
訟
法
一
六
条
に
違
反
す
る
。
②
ボ
ル
ド
ー
控
訴
院
は
、
売
買

契
約
の
時
点
で
売
主
が
所
有
権
者
で
な
い
た
め
、
売
買
契
約
は
無
効

で
あ
る
と
す
る
。
し
か
し
、
A
は
取
得
時
効
の
完
成
し
た
一
九
八
三

年
に
お
い
て
本
件
土
地
を
取
得
し
た
に
す
ぎ
ず
、
X
と
Y
と
が
売
買

契
約
を
締
結
し
た
一
九
七
八
年
の
時
点
で
は
Y
が
本
件
土
地
の
所
有

者
で
あ
り
、
X
Y
間
の
売
買
ぽ
一
九
七
八
年
の
時
点
で
有
効
で
あ
っ
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た
の
だ
か
ら
、

り
が
あ
る
。

ボ
ル
ド
ー
控
訴
院
の
判
決
は
条
文
の
適
用
に
つ
き
誤

【
判
旨
】
　
上
告
棄
却

　
「
一
上
告
理
由
の
第
一
点
に
つ
い
て
一
〈
中
略
〉
按
ず
る
に
、
A

が
本
件
土
地
の
適
法
な
所
有
者
で
あ
る
と
し
、
X
Y
問
の
売
買
を
取

り
消
し
、
代
金
の
返
還
を
命
じ
た
原
審
判
決
を
、
Y
は
不
服
と
す
る
。

上
告
理
由
に
お
い
て
『
X
も
A
も
申
立
趣
意
書
（
o
o
⇒
6
ピ
臨
。
昌
）
中

に
お
い
て
、
民
法
一
五
九
九
条
の
定
め
る
他
人
物
売
買
の
適
用
を
申

し
立
て
て
い
な
い
。
両
当
事
者
の
意
見
（
Φ
×
9
8
江
○
づ
）
を
求
め

る
こ
と
な
く
、
職
権
を
用
い
た
ボ
ル
ド
ー
控
訴
院
の
判
決
は
、
対
審

の
原
則
や
新
民
事
訴
訟
法
一
六
条
に
違
反
す
る
。
次
に
、
売
買
契
約

の
移
転
的
効
力
が
発
生
す
べ
き
時
点
に
お
け
る
売
主
の
所
有
者
た
る

資
格
の
欠
鉄
の
み
が
、
売
買
の
無
効
を
生
ぜ
し
め
る
。
A
が
三
〇
年

の
長
期
取
得
時
効
に
よ
っ
て
適
法
に
本
件
土
地
を
取
得
し
得
た
の
は
、

一
九
八
三
年
で
し
か
な
く
、
Y
が
X
と
本
件
土
地
を
譲
り
渡
す
旨
約

束
し
た
一
九
七
八
年
の
時
点
で
は
、
Y
が
本
件
土
地
の
所
有
権
者
で

あ
っ
た
。
従
っ
て
、
Y
が
そ
の
者
に
帰
属
し
な
い
本
件
土
地
を
売
却

し
、
こ
の
こ
と
が
売
買
の
取
消
を
生
ぜ
し
め
る
と
判
示
し
た
控
訴
院

は
、
民
法
一
五
九
九
条
の
適
用
に
つ
き
誤
り
が
あ
る
。
』
と
主
張
と

す
る
。

　
し
か
し
、
按
ず
る
に
、
控
訴
院
は
、
民
法
二
二
二
九
条
の
要
件
を

備
え
た
、
一
九
五
三
年
か
ら
継
続
し
て
い
る
A
に
よ
る
本
件
土
地
の

占
有
を
指
摘
し
た
。
こ
れ
が
三
〇
年
の
長
期
取
得
時
効
の
援
用
を
根

拠
づ
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。
X
が
一
九
七
八
年
九
月
一
九
日
目
一
〇

月
二
五
日
の
公
署
証
書
に
よ
っ
て
X
所
有
で
な
い
土
地
を
売
却
し
た

こ
と
、
並
び
に
他
人
物
売
買
が
無
効
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、

こ
の
売
買
の
無
効
を
宣
言
し
、
売
買
代
金
の
返
還
を
命
じ
る
こ
と
の

正
当
性
を
、
控
訴
院
は
対
審
の
原
則
に
違
反
す
る
こ
と
な
く
時
効
か

ら
引
き
出
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
上
告
理
由
に
は
根
拠
が
な
い
。

　
以
上
の
理
由
に
よ
り
、
上
告
を
棄
却
す
る
。
」

（
訳
注
1
）
　
こ
の
A
に
対
す
る
X
の
行
動
は
、
訴
訟
引
込
み
（
葱
ω
①

①
づ
。
①
二
ω
①
）
と
い
う
。
訴
訟
引
込
み
と
は
、
第
三
者
に
対
す
る
判
決

　
を
得
る
た
め
に
第
三
者
を
召
喚
す
る
こ
と
、
又
は
第
三
者
に
対
す
る

　
既
判
力
を
有
す
る
共
通
判
決
を
も
た
ら
す
た
め
に
第
三
者
を
召
喚
す

　
る
こ
と
で
あ
る
（
O
O
閃
Z
¢
”
＜
o
＄
げ
巳
巴
昂
右
下
島
ρ
賃
ρ
①
。
O
ρ

　
一
㊤
ゆ
Φ
こ
O
・
㎝
ω
卜
。
．
）
。

（
訳
注
2
）
　
フ
ラ
ン
ス
民
法
二
二
六
二
条

　
「
全
て
の
訴
権
は
、
対
物
で
あ
れ
対
人
で
あ
れ
、
三
〇
年
で
時
効

　
に
か
か
る
。
こ
の
時
効
を
主
張
す
る
も
の
は
、
そ
れ
に
つ
い
て
権
原

　
を
提
出
す
る
義
務
を
負
わ
な
い
。
そ
の
者
に
対
し
て
は
、
悪
意
か
ら

生
じ
る
抗
弁
を
申
し
立
て
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
」
（
フ
ラ
ン
ス
民
法
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典
の
邦
訳
に
当
た
っ
て
は
、
法
務
大
臣
官
房
司
法
法
制
調
査
部
『
フ

　
ラ
ン
ス
民
法
典
－
物
権
・
債
権
編
1
』
法
務
資
料
四
四
一
号
〈
昭
和

　
五
七
年
〉
を
参
考
に
し
た
。
以
下
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
の
邦
訳
は
同

　
書
を
参
考
に
し
た
。
）

（
訳
注
3
）
　
フ
ラ
ン
ス
民
法
二
二
二
九
条

　
　
「
時
効
に
よ
っ
て
取
得
で
き
る
た
め
に
は
、
継
続
し
て
中
断
が
な

　
い
、
平
穏
な
、
公
然
の
、
不
明
瞭
で
な
い
、
所
有
者
と
し
て
の
占
有

　
が
必
要
で
あ
る
。
」

（
訳
注
4
V
　
フ
ラ
ン
ス
民
法
一
五
九
九
条

　
　
「
他
人
の
物
の
売
買
は
、
無
効
で
あ
る
。
こ
の
売
買
は
、
そ
の
物

　
が
他
人
に
属
す
る
こ
と
を
買
主
が
知
ら
な
か
っ
た
と
き
は
、
損
害
賠

　
償
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
が
あ
る
。
」

（
訳
注
5
）
　
対
審
の
原
則
と
は
、
各
当
事
者
が
攻
撃
・
防
御
の
自
由
を

持
ち
、
ま
た
相
手
方
の
証
拠
資
料
を
知
り
、
か
つ
、
そ
れ
を
争
う
可

能
性
と
、
証
人
尋
問
・
鑑
定
な
ど
の
証
拠
調
べ
に
立
ち
会
う
可
能
性

　
を
持
つ
こ
と
を
い
う
（
法
務
大
臣
官
房
司
法
法
制
調
査
部
編
『
注
釈

　
フ
ラ
ン
ス
新
民
事
訴
訟
法
典
』
四
四
頁
〈
昭
和
五
三
年
〉
）

（
訳
注
6
）
　
フ
ラ
ン
ス
民
事
訴
訟
法
一
六
条
は
、
対
審
の
原
則
と
裁
判

官
の
関
係
に
つ
き
定
め
た
条
文
で
あ
る
。

　
フ
ラ
ン
ス
新
民
事
訴
訟
法
一
六
条

　
　
コ
項
　
裁
判
官
は
、
あ
ら
ゆ
る
局
面
に
お
い
て
、
対
審
の
原
則

　
を
遵
守
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
　
二
項
　
裁
判
官
は
、
当
事
者
に
よ
り
援
用
又
は
提
出
さ
れ
た
攻
撃

防
御
方
法
、
説
明
及
び
文
書
を
、
当
事
者
が
対
審
的
に
弁
論
す
る
こ

と
が
で
き
た
場
合
に
の
み
、
そ
の
裁
判
の
基
礎
と
す
る
こ
と
が
で
き

る
。　

三
項
　
裁
判
官
は
、
当
事
者
に
対
し
て
意
見
を
提
出
す
る
よ
う
に

あ
ら
か
じ
め
促
し
た
後
で
な
け
れ
ば
、
自
己
が
職
権
で
呈
示
し
た
提

出
さ
れ
た
法
律
に
関
す
る
攻
撃
防
御
方
法
（
ヨ
畠
⑦
コ
ω
α
①
曾
○
ε

を
判
決
の
根
拠
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
」
（
フ
ラ
ン
ス
新
民
事
訴

訟
法
一
六
条
の
邦
訳
は
、
ロ
ジ
ェ
・
ペ
ロ
〈
北
村
一
郎
・
訳
〉
「
対
審

の
原
理
と
法
的
攻
撃
防
御
方
法
の
職
権
摘
示
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
九
二
九

号
九
九
頁
〈
平
成
元
年
〉
を
参
考
に
し
た
）

【
検
討
】

口
　
本
判
決
を
検
討
す
る
意
義

　
本
判
決
は
、
取
得
時
効
の
遡
及
効
に
つ
き
判
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

日
本
法
と
違
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
法
は
時
効
の
遡
及
効
を
認
め
る
明
文

規
定
を
持
た
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
遡
及
効
の
根
拠
に
つ
き
、
学
説
上

議
論
さ
れ
て
き
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
学
説
上
、
こ
の
遡
及
効
の
根
拠
は
、

時
効
の
存
在
理
由
に
関
わ
る
議
論
か
ら
引
き
出
さ
れ
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
遡
及
効
の
研
究
は
、
時
効
の
存
在
理
由
の
研
究
に
結
び
つ
く
。

こ
れ
ま
で
、
日
本
で
は
時
効
の
存
在
理
由
に
つ
き
多
く
の
議
論
が
な

さ
れ
て
き
た
。
本
判
決
に
お
け
る
遡
及
効
の
承
認
が
学
説
上
ど
う
位

置
付
け
ら
れ
、
時
効
の
存
在
理
由
と
の
関
係
で
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら

れ
て
い
る
の
か
を
知
る
こ
と
は
、
日
本
法
に
お
け
る
時
効
の
存
在
理
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由
の
研
究
の
た
め
に
も
参
考
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

本
判
決
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。
本
来
、
判
例
評
釈
に
お
い
て
は
、

事
案
と
判
旨
の
関
係
、
並
び
に
本
判
決
と
従
来
の
裁
判
例
と
の
関
係

に
つ
き
検
討
を
進
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
本
判
決
は
詳
細

が
全
く
不
明
な
た
め
、
事
案
と
判
旨
と
の
関
係
を
抽
出
す
る
こ
と
が

困
難
で
あ
る
。
ま
た
本
判
決
は
、
フ
ラ
ン
ス
判
例
上
初
め
て
時
効
の

遡
及
効
を
認
め
た
も
の
で
あ
り
、
従
来
の
裁
判
例
と
対
比
す
る
こ
と

が
困
難
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
は
、
従
来
の
遡
及
効
に
関
す

る
学
説
を
整
理
し
、
こ
の
判
決
が
学
説
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
も
の

と
捉
え
ら
れ
、
学
説
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
そ
こ
で
ま
ず
、
本
事
件
の
特
殊
性
に

つ
き
概
観
し
た
後
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、
時
効
の
遡
及
効
が
ど
の

よ
う
に
根
拠
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
か
、
ま
た
時
効
の
存
在
理
由
論
並

び
に
時
効
の
効
果
と
の
関
係
で
ど
の
よ
う
な
議
論
が
あ
っ
た
の
か
を

検
討
す
る
。
次
に
、
本
判
決
に
対
す
る
学
説
上
の
理
解
と
、
本
判
決

が
学
説
に
も
た
ら
し
た
影
響
に
つ
き
言
及
す
る
。
最
後
に
、
フ
ラ
ン

ス
法
が
与
え
る
日
本
法
へ
の
示
唆
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

二
　
本
事
件
の
特
殊
性

　
フ
ラ
ン
ス
、
民
法
典
は
取
得
時
効
の
遡
及
効
を
定
め
る
条
文
を
持

た
な
い
が
、
ほ
と
ん
ど
の
学
説
は
時
効
の
遡
及
効
を
認
め
て
い
る
。

し
か
し
、
判
例
は
遡
及
効
に
対
す
る
態
度
を
明
ら
か
に
し
て
い
な

か
っ
た
。
本
事
件
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
上
殿
院
が
取
得
時
効
の
遡
及
効

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　

を
初
め
て
認
め
た
判
決
で
あ
る
。
本
事
件
に
お
い
て
、
遡
及
効
が
争

点
と
な
っ
た
の
は
、
X
が
A
に
対
し
て
所
有
物
返
還
訴
権
（
食
。
o
け
冨

①
⇒
お
く
Φ
譜
臼
。
効
二
8
）
を
行
使
す
る
の
で
は
な
く
、
Y
に
対
し
て
土

地
の
引
渡
と
い
う
契
約
の
履
行
を
求
め
た
た
め
で
あ
る
。

　
通
常
、
所
有
権
者
は
、
占
有
者
（
本
件
で
は
A
）
に
対
し
て
所
有

物
返
還
訴
権
を
行
使
し
て
、
自
己
の
所
有
権
を
保
全
す
る
。
所
有
物

返
還
訴
権
を
行
使
す
る
際
に
は
、
訴
権
行
使
時
点
に
お
け
る
自
己
へ

の
所
有
権
の
帰
属
を
証
明
す
る
必
要
が
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
法
上
、

「
何
人
も
自
己
の
有
す
る
以
上
の
権
利
を
他
人
に
譲
渡
し
得
な
い
」

の
法
諺
が
今
日
で
も
妥
当
し
て
い
る
た
め
、
自
己
の
所
有
権
を
証
明

し
よ
う
と
す
る
も
の
は
、
自
己
の
前
主
が
所
有
者
で
あ
る
だ
け
で
な

く
、
前
主
の
前
主
の
所
有
権
、
更
に
そ
の
前
主
の
所
有
権
と
、
そ
の

所
有
権
が
原
始
取
得
さ
れ
た
時
点
ま
で
権
原
が
連
続
し
て
い
る
こ
と

を
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
「
悪
魔
の
証
明
」
は

困
難
を
伴
う
た
め
、
権
原
や
占
有
か
ら
生
ず
る
事
実
上
の
推
定
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
所
有
権
の
証
明
が
判
例
学
説
上
認
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の

よ
う
な
事
実
上
の
推
定
で
は
な
く
、
反
証
を
許
さ
な
い
方
法
に
よ
っ

て
所
有
権
を
証
明
す
る
手
段
と
し
て
、
取
得
時
効
が
利
用
さ
れ
て
る
。

占
有
者
は
時
効
を
援
用
す
る
こ
と
で
、
覆
滅
し
得
な
い
方
法
で
所
有
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ヨ
　

権
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
所
有
権
の
証
明
の
観

点
だ
け
に
限
定
す
れ
ば
、
訴
訟
提
起
の
時
点
で
の
所
有
権
の
帰
属
が

問
わ
れ
る
の
み
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
時
効
の
遡
及
効
を
論
ず
る
必
要

は
な
い
。
本
件
に
お
い
て
、
X
が
所
有
物
返
還
訴
権
を
行
使
し
た
と

し
て
も
、
A
が
時
効
を
援
用
す
る
限
り
、
X
は
A
に
よ
る
所
有
権
の

証
明
を
覆
し
得
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
X
は
、
A
に
対
す
る
所
有
物
返

還
訴
権
の
行
使
に
よ
る
敗
訴
を
予
測
し
て
、
Y
に
対
す
る
解
除
訴
権

の
行
使
を
選
択
し
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
、
X
に
は
所
有

物
返
還
訴
権
を
行
使
し
た
上
で
取
得
時
効
の
中
断
・
停
止
事
由
を
争

う
余
地
が
あ
っ
た
。
X
が
な
ぜ
争
わ
な
か
っ
た
の
か
は
、
残
念
な
が

ら
、
判
決
か
ら
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
、
X
が
原
審
に
お
い
て
選
択
し
た
攻
撃
防
御
方
法
は

売
買
の
解
除
で
あ
っ
た
。
売
買
の
解
除
は
、
契
約
の
不
履
行
を
理
由

と
し
て
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
可
否
は
履
行
期
に
お
い
て

債
務
の
履
行
が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
、
す
な
わ
ち
所
有
権
が
債
務
者

に
帰
属
し
て
い
た
の
か
ど
う
か
と
い
う
点
の
み
に
か
か
る
。
そ
れ
ゆ

え
、
契
約
の
解
除
が
問
題
に
な
る
場
合
に
は
、
時
効
の
遡
及
効
を
論

ず
る
必
要
は
な
い
。
し
か
し
、
原
審
は
、
本
件
売
買
が
他
人
物
売
買

で
あ
る
と
判
示
し
た
。
Y
が
他
人
物
売
買
と
い
う
法
律
構
成
を
不
服

と
し
た
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
法
上
、
解
除
の
効
果
と
他
人
物
売
買
の
効

果
と
の
間
に
差
異
が
存
す
る
た
め
で
あ
る
。
，
解
除
訴
権
を
行
使
し
た

場
合
は
、
既
に
履
行
さ
れ
た
物
の
返
還
の
み
な
ら
ず
、
損
害
賠
償
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　

請
求
が
可
能
で
あ
る
（
フ
ラ
ン
ス
民
法
一
一
八
四
条
）
。
一
方
、
フ

ラ
ン
ス
法
上
、
他
人
物
売
買
は
無
効
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、

買
主
は
既
払
い
代
金
の
返
還
を
請
求
で
き
る
。
ま
た
、
他
人
物
売
買

で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
追
奪
を
受
け
る
買
主
は
、
売
主
に
対
し
て
追

奪
担
保
責
任
を
追
及
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
フ
ラ
ン
ス
民
法
一
六
三

　
　
ら
　

○
条
は
、
追
奪
を
受
け
た
買
主
は
、
売
主
に
対
し
て
代
金
の
返
還
と

損
害
賠
償
の
み
な
ら
ず
、
果
実
、
費
用
を
請
求
で
き
る
旨
定
め
て
い

る
。　

こ
の
よ
う
な
差
異
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
当
事
者
の
選
択
し
た

法
に
関
す
る
攻
撃
防
御
方
法
に
従
う
こ
と
な
く
、
原
審
が
職
権
に

よ
っ
て
他
人
物
売
買
の
規
定
を
適
用
し
て
判
決
を
基
礎
づ
け
た
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
、
フ
ラ
ン
ス
民
事
訴
訟
法
上
の
対
審
の
原
則
と
の
関
係
で
問
題
と

な
る
。
こ
の
対
審
の
原
則
を
遵
守
す
る
義
務
は
、
当
事
者
の
み
な
ら

ず
裁
判
官
に
対
し
て
も
課
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
裁
判
官
は
、
当
事

者
に
対
し
て
意
見
を
提
出
す
る
よ
う
予
め
促
し
た
後
で
な
け
れ
ば
、

自
己
が
職
権
で
摘
示
し
た
法
に
関
す
る
攻
撃
防
御
方
法
を
判
決
の
根

拠
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
（
フ
ラ
ン
ス
新
民
事
訴
訟
法
一
六
条
三

項
）
。
但
し
、
「
請
求
原
因
に
含
ま
れ
る
攻
撃
防
御
方
法
」
に
当
た
る

場
合
に
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス

の
民
事
訴
訟
法
の
教
科
書
は
、
例
と
し
て
、
「
当
事
者
が
申
し
立
て
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て
い
る
も
の
と
は
異
な
る
判
決
理
由
の
た
め
に
、
当
事
者
が
援
用
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
規
範
の
適
用
又
は
不
適
用
を
お
こ
な
う
場
合
」
を
挙
げ
る
。
本
件

が
、
こ
の
「
請
求
原
因
に
含
ま
れ
る
攻
撃
防
御
方
法
」
に
該
当
す
る

と
判
断
さ
れ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
当
事
者
の
採
用
し

た
法
に
関
す
る
攻
撃
防
御
方
法
を
排
除
し
て
、
職
権
に
よ
っ
て
法
に

関
す
る
攻
撃
防
御
方
法
を
採
用
し
た
以
上
、
こ
の
例
外
に
当
た
る
と

捉
え
る
ほ
か
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
X
が
Y
で
は
な
く
A
に
対
し
て
所
有
物
返
還
訴
権
を
行
使
し
て
い

た
と
す
れ
ば
、
ま
た
Y
に
対
す
る
訴
え
で
あ
っ
て
も
原
審
が
も
し
当

事
者
の
選
択
し
た
攻
撃
防
御
方
法
の
み
を
裁
判
の
基
礎
と
し
て
い
た

な
ら
、
取
得
時
効
の
遡
及
効
を
論
じ
た
本
判
決
は
存
在
し
な
か
っ
た

で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
本
件
は
、
こ
の
よ
う
に
偶
発
的
事
情
が
重

な
り
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
判
決
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で

き
、
今
後
も
時
効
の
遡
及
効
を
認
め
た
判
決
が
継
続
し
て
出
て
く
る

と
は
思
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
意
味
で
も
、
時
効
の
遡
及
効

を
認
め
た
本
判
決
は
特
殊
な
も
の
と
い
え
る
。

三
　
フ
ラ
ン
ス
学
説
に
お
け
る
時
効
の
存
在
理
由
と
遡
及
効

　
フ
ラ
ン
ス
の
学
説
に
お
い
て
は
、
時
効
の
目
的
に
関
し
て
二
つ
の

説
が
存
在
し
て
い
る
。
一
つ
は
、
時
効
は
真
の
所
有
者
保
護
と
捉
え

る
推
定
説
の
立
場
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
時
効
は
非
所
有
者
保
護

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
目
的
を
果
た
す
も
の
で
あ
る
と
捉
え
る
権
利
取
得
説
で
あ
る
。

　
一
九
世
紀
の
諸
文
献
が
支
持
し
た
推
定
説
は
、
所
有
権
証
明
の
困

　
　
　
　
　
　
　
　
　

急
性
を
強
調
す
る
。
す
な
わ
ち
、
所
有
物
返
還
訴
権
を
行
使
す
る
場

合
に
は
、
先
述
の
と
お
り
、
自
己
の
所
有
権
に
つ
き
「
悪
魔
の
証

明
」
を
行
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
「
悪
魔
の
証
明
」
責
任
は
、
訴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

権
を
行
使
す
る
者
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
所
有
権
の
帰
属
を
証
明

す
る
た
め
に
、
所
有
物
返
還
訴
権
の
原
告
は
権
原
の
連
続
を
証
明
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
被
告
は
、
自
己
へ
の
権
原
の
連
続
を

証
明
す
る
た
め
に
、
原
告
か
ら
被
告
へ
権
利
を
移
転
さ
せ
る
権
原
の

存
在
を
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
権
原
が
、

原
告
な
い
し
は
被
告
が
締
結
し
た
契
約
に
関
す
る
私
署
証
書
の
中
に

し
か
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
こ
め
証
拠
が
す
で
に
失
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

れ
て
い
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
こ
の
説
は
、
平
穏
か
つ
長
期
間
に
渡
る

占
有
は
、
占
有
者
が
所
有
者
で
あ
る
蓋
燃
性
を
有
す
る
こ
と
を
根
拠

に
、
真
の
所
有
者
か
ら
占
有
者
に
適
法
に
権
利
を
移
転
さ
せ
た
権
原

が
存
在
し
て
い
た
も
の
と
時
効
が
推
定
す
る
と
い
う
法
的
構
成
を
と

る
の
で
あ
る
。
こ
の
説
に
お
い
て
は
、
時
効
の
遡
及
効
は
、
占
有
の

当
初
か
ら
取
得
権
原
に
基
づ
い
て
所
有
し
て
い
た
と
推
定
す
る
時
効

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

の
法
的
構
成
か
ら
、
当
然
認
め
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
十
九
世
紀
の
権
利
取
得
説
で
は
、
時
効
の
効
果

に
よ
っ
て
非
所
有
者
が
真
の
権
利
者
か
ら
所
有
権
を
取
得
す
る
こ
と
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お
　

と
な
る
。
権
利
取
得
説
は
、
所
有
権
取
得
権
原
の
証
明
困
難
性
に
注

意
し
な
が
ら
も
、
時
効
の
目
的
の
中
心
を
公
益
に
置
く
。
こ
こ
で
い

う
公
益
と
は
、
時
効
に
よ
っ
て
所
有
権
を
確
保
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
　

占
有
者
を
紛
争
か
ら
回
避
さ
せ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
説
は
、

時
効
に
よ
っ
て
権
利
が
取
得
さ
れ
る
と
い
う
構
成
、
す
な
わ
ち
、
期

間
満
了
に
よ
り
成
立
し
た
時
効
が
あ
る
種
の
権
原
と
な
り
、
権
利
取

得
を
発
生
さ
せ
る
と
構
成
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
説
を
採
る
学
説
で

遡
及
効
を
認
め
な
い
も
の
は
な
い
。
そ
の
説
明
の
仕
方
は
様
々
で
あ

る
が
、
公
益
保
護
の
観
点
か
ら
所
有
権
の
取
得
を
認
め
て
お
き
な
が

ら
、
遡
及
効
を
否
定
し
て
、
時
効
期
間
内
に
生
じ
た
果
実
の
返
還
を

認
め
る
こ
と
は
公
益
保
護
と
い
う
制
度
の
趣
旨
に
反
す
る
と
説
明
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　

る
の
が
、
一
般
的
な
よ
う
で
あ
る
。

　
一
九
世
紀
の
時
効
学
説
に
お
い
て
、
遡
及
効
は
、
推
定
説
に
よ
れ

ば
、
時
効
の
法
的
構
成
か
ら
認
め
ら
れ
る
当
然
の
効
果
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
権
利
取
得
説
に
あ
っ
て
は
、
遡
及
効
は
時
効
の
目
的
で
あ

る
公
益
保
護
の
観
点
か
ら
認
め
ら
れ
る
も
の
で
し
か
な
か
っ
た
。
二

〇
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
、
時
効
に
関
す
る
学
説
は
多
様
化
し
て
お
り
、

時
効
の
遡
及
効
の
根
拠
も
多
様
化
し
て
い
る
。
以
下
、
時
系
列
に
し

た
が
っ
て
学
説
の
展
開
を
検
討
す
る
。

　
ま
ず
、
プ
ラ
ニ
オ
ル
と
り
ペ
ー
ル
は
、
遡
及
効
の
根
拠
を
、
時
効

が
取
得
権
原
を
補
充
す
る
も
の
と
し
て
作
用
し
、
占
有
者
は
、
占
有

の
当
初
か
ら
権
原
に
基
づ
く
所
有
権
移
転
が
あ
っ
た
も
の
と
し
て
保

　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　

護
さ
れ
る
こ
と
に
お
く
。
彼
ら
は
時
効
の
目
的
と
し
て
事
実
状
態
の

　
　
　
　
　
　
レ
　

保
護
を
挙
げ
る
。
こ
の
説
は
、
時
効
に
よ
っ
て
権
利
が
取
得
さ
れ
る

と
い
う
構
成
、
す
な
わ
ち
、
時
効
に
よ
っ
て
権
原
の
理
智
が
治
癒
、

又
は
権
原
の
欠
鉄
が
補
充
さ
れ
、
こ
の
治
癒
又
は
補
充
さ
れ
た
権
原

に
よ
っ
て
権
利
が
取
得
さ
れ
る
と
い
う
法
的
構
成
を
採
用
す
る
。

　
次
に
ジ
ョ
ス
ラ
ン
は
、
長
期
取
得
時
効
の
目
的
と
し
て
所
有
権
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

証
明
の
困
難
の
救
済
を
挙
げ
る
。
た
だ
、
前
時
代
の
推
定
説
と
異
な

り
、
時
効
に
よ
っ
て
推
定
さ
れ
る
の
は
権
利
取
得
権
原
の
存
在
で
は

な
く
、
所
有
権
の
存
在
そ
れ
自
体
で
あ
る
。
時
効
の
遡
及
効
の
根
拠

は
、
占
有
開
始
当
初
か
ら
所
有
者
で
あ
っ
た
と
推
定
す
る
時
効
の
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

的
構
成
に
あ
る
と
す
る
。

　
現
在
の
多
数
説
は
、
時
効
の
遡
及
効
の
根
拠
を
、
所
有
者
が
関
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
向
け
な
か
っ
た
物
を
占
有
者
が
当
初
か
ら
管
理
し
て
い
た
こ
と
、

並
び
に
占
有
者
と
取
引
を
し
た
第
三
者
の
保
護
の
観
点
か
ら
説
明
す

　
れ
　

る
。
こ
の
背
景
に
は
、
こ
れ
ら
の
学
説
が
掲
げ
る
新
た
な
時
効
の
目

的
が
存
在
す
る
。
す
な
わ
ち
、
多
数
説
は
、
時
効
の
目
的
と
し
て
、

経
済
的
利
益
並
び
に
取
引
安
全
の
利
益
の
確
保
が
併
存
し
て
い
る
も

　
　
　
　
　
れ
　

の
と
考
え
る
。
こ
こ
で
い
う
経
済
的
利
益
と
は
、
社
会
全
体
が
繁
栄

す
る
こ
と
を
い
う
。
こ
の
よ
う
な
目
的
ゆ
え
に
、
こ
れ
ら
の
説
は
時

効
に
よ
っ
て
権
利
が
取
得
さ
れ
る
と
構
成
す
る
。
た
だ
こ
の
見
解
は
、
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ジ
ョ
ス
ラ
ン
の
見
解
を
引
き
継
ぎ
、
先
述
の
目
的
に
加
え
て
、
所
有

権
証
明
の
困
難
の
救
済
も
時
効
の
目
的
に
盛
り
込
ん
で
い
こ
う
と
す

る
。
そ
れ
ゆ
え
、
取
得
時
効
に
よ
っ
て
権
利
が
取
得
さ
れ
る
と
し
な

が
ら
も
、
非
所
有
者
の
み
な
ら
ず
真
の
所
有
者
も
時
効
を
援
用
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

こ
と
が
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
現
在
の
フ
ラ
ン
ス
学
説
上
、
遡
及
効
が
一
般
的
に

認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
し
か
し
、
権
利
取
得
説
に

お
け
る
時
効
の
遡
及
効
の
正
当
化
に
つ
き
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
一
九
世
紀
の
権
利
取
得
説
と
プ
ラ
ニ
オ
ル

と
り
ペ
ー
ル
説
と
現
在
の
多
数
説
の
三
説
に
お
け
る
遡
及
効
の
根
拠

が
何
に
由
来
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
一
九
世
紀
の
権
利
取

得
説
は
、
遡
及
効
を
時
効
の
目
的
で
あ
る
公
益
的
観
点
に
求
め
て
い

る
。
こ
れ
は
、
取
得
時
効
そ
れ
自
体
が
権
原
と
し
て
所
有
権
を
取
得

さ
せ
る
と
構
成
し
、
時
効
の
効
果
が
期
間
満
了
時
に
発
生
す
る
こ
と

を
暗
黙
の
前
提
と
し
な
が
ら
も
、
公
益
保
護
と
い
う
時
効
の
目
的
か

ら
遡
及
効
を
認
め
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
一
方
プ
ラ
ニ
オ
ル
と

り
ペ
ー
ル
は
遡
及
効
の
根
拠
を
、
権
原
の
補
充
に
求
め
た
。
こ
れ
は
、

一
九
世
紀
の
権
利
取
得
説
と
異
な
り
、
従
来
か
ら
存
在
し
て
い
た
権

原
又
は
存
在
し
え
た
権
原
に
よ
っ
て
権
利
取
得
が
生
じ
る
と
構
成
す

る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
説
は
、
推
定
説
と
同
様
に
遡
及

効
を
時
効
の
法
的
構
成
の
当
然
の
帰
結
で
あ
る
と
考
え
る
も
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
現
在
の
多
数
説
は
、
一
九
世
紀
の
権
利
取
得
説
と
同

様
に
、
遡
及
効
の
根
拠
を
時
効
の
目
的
の
中
に
求
め
る
。
こ
の
背
景

に
は
、
取
得
時
効
と
登
記
に
関
す
る
判
例
の
展
開
が
あ
る
。
も
し
、

プ
ラ
ニ
オ
ル
と
り
ペ
ー
ル
説
の
よ
う
に
時
効
に
よ
っ
て
従
来
か
ら
存

在
す
る
権
原
が
補
わ
れ
る
と
考
え
る
と
、
権
原
に
よ
る
取
得
は
登
記

の
対
象
と
な
る
た
め
、
時
効
は
登
記
し
な
け
れ
ば
第
三
者
に
対
抗
で

き
な
い
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
判
例
は
登
記
せ
ず
と
も
第
三
者
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

取
得
時
効
を
対
抗
で
き
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
判
例

の
傾
向
を
多
く
の
学
説
は
承
認
し
、
時
効
援
用
権
者
は
登
記
な
く
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　

て
第
三
考
に
対
抗
で
き
る
も
の
と
し
て
い
る
。
時
効
と
登
記
に
関
す

る
判
例
法
理
を
支
持
し
な
が
ら
、
時
効
の
効
果
に
よ
っ
て
権
原
が
補

強
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
現
在
の
有

力
説
は
、
時
効
の
根
拠
か
ら
遡
及
効
を
導
い
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ

る
。四

　
本
判
決
が
学
説
に
与
え
た
影
響

　
次
に
、
本
判
決
が
学
説
上
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
、
学
説
に
ど
の

よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。

　
ま
ず
、
カ
ル
ボ
ニ
エ
は
、
本
判
決
は
プ
ラ
ニ
オ
ル
と
り
ペ
ー
ル
説

の
限
界
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
と
捉
え
る
。
す
な
わ
ち
、
プ

ラ
ニ
オ
ル
と
り
ペ
ー
ル
説
に
よ
れ
ば
遡
及
効
億
権
原
の
発
生
し
う
え
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た
日
に
遡
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
権
原
の
発
生
し
た
日
と
占
有

開
始
時
期
と
は
一
致
し
な
い
場
合
が
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
時
効
の
遡

及
効
は
占
有
開
始
時
期
に
遡
る
と
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
本
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

決
は
こ
の
点
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

　
次
に
、
本
件
の
評
釈
を
担
当
し
た
ゼ
ナ
テ
ィ
は
、
時
効
の
目
的
で

は
な
く
、
時
効
の
法
的
構
成
の
観
点
か
ら
遡
及
効
を
正
当
化
し
よ
う

と
し
た
プ
ラ
ニ
オ
ル
と
り
ペ
ー
ル
の
試
み
を
、
権
原
で
は
な
く
占
有

を
用
い
て
達
成
し
た
。
ゼ
ナ
テ
ィ
は
、
そ
の
著
書
に
お
い
て
、
時
効

の
目
的
に
つ
き
取
引
の
安
全
と
法
的
秩
序
の
回
復
を
挙
げ
、
二
次
的

な
理
由
と
し
て
証
明
困
難
の
救
済
を
挙
げ
る
。
こ
こ
で
い
う
法
的
秩

序
の
回
復
と
は
、
法
的
秩
序
は
人
や
財
産
が
自
由
な
状
態
で
あ
る
こ

と
を
根
拠
と
す
る
と
捉
え
、
行
使
さ
れ
て
い
な
い
権
利
を
消
滅
さ
せ

る
こ
と
で
、
何
者
か
に
隷
属
さ
れ
て
い
る
状
態
を
排
除
す
る
こ
と
を

意
味
す
る
こ
の
説
は
時
効
は
権
原
を
有
さ
な
い
又
は
蝦
疵
あ
る
権
原

を
有
す
る
者
の
権
原
と
な
る
、
す
な
わ
ち
時
効
は
権
原
を
補
充
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
　

も
の
と
構
成
し
て
い
た
。
時
効
の
遡
及
効
は
、
時
効
の
法
的
横
…
成
を

　
　
　
　
　
　
　

根
拠
と
す
る
。

　
し
か
し
、
ゼ
ナ
テ
ィ
は
、
本
判
決
の
影
響
の
下
、
遡
及
効
の
根
拠

と
時
効
の
法
的
構
成
に
関
す
る
自
己
の
説
を
批
判
し
つ
つ
、
次
の
よ

う
な
新
た
な
学
説
を
提
唱
す
る
。

　
「
実
に
し
ば
し
ば
、
取
得
時
効
は
非
所
有
者
か
ら
の
取
得
を
有
効

に
す
る
効
果
を
持
つ
。
こ
の
場
合
に
、
取
得
時
効
は
、
非
所
有
者
か

ら
の
取
得
で
は
発
生
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
効
力
を
権
原
に
与
え

る
と
い
う
、
補
強
的
機
能
（
h
O
コ
O
八
一
〇
昌
　
O
O
コ
h
O
円
梓
手
樽
早
く
①
）
と
い
え
る

よ
う
な
作
用
を
す
る
。
権
原
が
な
い
場
合
に
は
、
取
得
時
効
は
権
原

に
代
替
し
、
権
原
が
存
在
し
た
に
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
日
、
す
な

わ
ち
占
有
開
始
の
日
か
ら
そ
の
効
力
を
発
生
さ
せ
る
。
こ
の
説
明
の

限
界
は
、
権
原
成
立
の
日
付
と
占
有
開
始
時
期
の
日
付
が
常
に
一
致

す
る
わ
け
で
な
い
こ
と
を
考
慮
し
て
い
な
い
点
に
あ
る
。

　
取
得
時
効
の
遡
及
効
を
解
き
明
か
す
も
の
は
、
ま
さ
に
こ
こ
に
潜

ん
で
い
る
。
権
原
成
立
の
日
付
が
考
慮
さ
れ
な
い
の
は
、
権
原
が
、

時
効
取
得
の
た
め
の
占
有
（
O
o
ω
ω
Φ
ω
ω
凶
。
昌
①
α
二
ω
9
9
・
葺
。
器
ヨ
）
に

依
拠
す
る
（
ω
Φ
］
P
O
¢
「
『
一
噌
）
権
利
外
観
を
構
成
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。

占
有
者
は
、
そ
の
占
有
が
ま
と
も
で
あ
る
限
り
、
第
三
者
の
観
点
か

ら
す
れ
ば
真
の
所
有
者
で
あ
る
か
の
よ
う
に
映
る
。
ま
さ
に
こ
の
ゆ

え
に
こ
そ
、
伝
統
は
、
取
得
時
効
を
認
め
る
に
足
る
占
有
の
性
質
を

細
心
に
特
徴
づ
け
よ
う
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
所
有
の
意
思
に
曖
昧

さ
が
な
い
占
有
で
あ
る
こ
と
、
万
人
の
目
に
お
い
て
継
続
的
に
行
使

さ
れ
て
い
る
占
有
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
取
得
時
効
完
成
前
の
占
有

者
は
、
そ
の
最
初
の
日
か
ら
事
実
上
の
所
有
者
な
の
で
あ
る
。
こ
の

権
利
外
観
は
、
直
ち
に
権
利
を
形
成
す
る
に
は
十
分
で
は
な
い
が
、
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こ
の
権
利
外
観
が
時
の
流
れ
の
お
か
げ
で
十
分
に
明
確
で
あ
る
よ
う

な
ら
ば
、
そ
れ
が
権
利
と
な
る
。
そ
し
て
、
こ
の
転
換
が
最
終
段
階

で
起
こ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
権
利
外
観
は
、
占
有

開
始
の
日
か
ら
存
在
し
て
い
る
し
、
そ
れ
ま
で
の
占
有
の
全
期
間
に

わ
た
り
存
在
し
た
か
ら
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
取
得
時
効
の
効
果

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
遡
及
的
と
い
う
よ
り
宣
言
的
（
鉱
Φ
O
一
繋
辞
凶
｛
）
と
い
え
る
ほ
ど
な
の

で
あ
る
。
占
有
者
は
、
他
人
か
ら
は
所
有
者
で
あ
る
と
思
わ
れ
て
い

た
。
法
律
が
定
め
る
十
分
に
長
い
年
月
に
渡
る
占
有
の
継
続
が
、
こ

の
よ
う
な
確
信
に
裁
判
上
の
承
認
（
に
昌
　
ぴ
憎
⑦
＜
Φ
叶
　
鳥
Φ
　
一
¢
『
一
幽
陣
O
凶
辞
伽
）

を
与
え
る
。
か
く
し
て
、
権
利
外
観
が
、
最
初
の
日
か
ら
の
権
利
を

形
成
す
る
こ
と
を
認
め
さ
せ
る
。
承
認
さ
れ
る
の
は
、
ま
さ
に
現
実

に
あ
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
取
得
時
効
の
遡
及
効
と
い
わ
れ
る
も
の

は
、
虚
構
の
類
で
は
な
い
（
O
・
≦
、
8
評
①
お
い
Φ
ω
訟
。
ぼ
○
昌
。
。
㎞
ξ
錠
β
二
P

一
8
メ
づ
『
傘
》
量
①
肥
U
o
郎
簿
）
。
何
人
か
の
学
者
が
言
及
す
る
よ
う

に
（
竃
黛
。
N
①
9
。
二
9
吝
く
。
一
』
も
鋤
円
句
．
O
冨
ぴ
鋤
ω
b
。
顧
O
。
。
）
、
権
利
外

観
の
被
害
者
、
つ
ま
り
占
有
者
と
合
意
し
た
権
利
を
不
当
に
も
妨
げ

ら
れ
か
ね
な
い
第
三
者
を
保
護
す
る
こ
と
だ
け
が
問
題
な
の
で
は
な

い
。
権
利
外
観
は
、
時
効
制
度
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
枠
組
み
の
中

の
技
術
的
機
構
（
ヨ
Φ
8
蝕
ω
白
Φ
8
0
び
三
ρ
¢
Φ
）
と
し
て
作
用
す
る
。
」

　
こ
の
評
釈
は
、
占
有
者
の
有
す
る
事
実
上
の
所
有
権
を
法
律
上
の

所
有
権
へ
と
転
換
さ
せ
る
こ
と
で
、
占
有
者
が
権
利
を
取
得
す
る
と

構
成
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
時
効
の
法
的
構
成
か
ら
、
遡
及

効
を
根
拠
づ
け
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
評
釈
は
、
プ
ラ
ニ
オ
ル

と
り
ペ
ー
ル
説
に
よ
っ
て
試
み
ら
れ
た
時
効
の
法
的
構
成
に
よ
る
遡

及
効
の
正
当
化
を
、
権
原
よ
ら
ず
に
行
う
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
だ

ろ
う
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
本
判
決
は
、
プ
ラ
ニ
オ
ル
と
り
ペ
ー
ル
説
に
よ

る
権
原
補
強
説
の
限
界
を
示
す
の
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

る
。
た
だ
同
時
に
、
本
判
決
は
、
プ
ラ
ニ
オ
ル
と
り
ペ
ー
ル
説
が
試

み
た
、
時
効
の
法
的
構
成
に
よ
る
遡
及
効
の
正
当
化
を
、
占
有
を
用

い
て
再
生
さ
せ
た
見
解
に
影
響
を
与
え
て
い
る
。

五
　
日
本
法
へ
の
示
唆

　
最
後
に
、
本
判
決
並
び
に
フ
ラ
ン
ス
の
学
説
が
日
本
法
に
与
え
る

で
あ
ろ
う
示
唆
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
日
本
法
で
は
、
時
効
の
遡
及

効
が
明
文
で
規
定
さ
れ
て
お
り
（
一
四
四
条
）
、
フ
ラ
ン
ス
の
よ
う

に
遡
及
効
の
根
拠
を
特
に
論
ず
る
必
要
は
な
い
。
し
か
し
、
時
効
の

遡
及
効
を
根
拠
づ
け
る
時
効
の
存
在
理
由
論
は
、
日
本
法
へ
多
く
の

示
唆
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。
日
本
で
も
、
時
効
の
存
在
理
由
に
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
て
多
く
の
議
論
が
重
ね
ら
れ
て
き
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
権
利
取
得
説

は
、
時
効
の
存
在
理
由
に
関
し
て
、
我
が
国
の
権
利
取
得
説
を
採
る

立
場
に
示
唆
を
与
え
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
た
め
に
は
、

67　（2　●228）　578



判例研究

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
時
効
の
作
用
す
る
前
提
状
況
を
理
解
せ
ね
ば
な

ら
な
い
。

　
ま
ず
、
取
得
時
効
が
非
権
利
者
で
は
な
く
、
真
の
所
有
者
を
保
護

す
る
も
の
と
し
て
実
務
上
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
周
知
の

通
り
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、
不
動
産
取
引
は
公
証
人
の
手
を
経
て

　
　
　
　
お
　

行
わ
れ
る
。
公
証
人
は
、
不
動
産
売
買
の
公
署
証
書
を
作
成
す
る
際

に
、
そ
の
売
主
に
お
い
て
取
引
の
対
象
に
な
る
不
動
産
に
つ
き
取
得

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

時
効
が
成
立
し
て
い
る
の
か
を
調
査
す
る
。
こ
の
調
査
の
過
程
で
集

め
ら
れ
た
証
言
な
ど
を
事
実
関
係
証
明
書
（
Ω
0
6
け
Φ
α
①
口
O
け
O
吋
一
〇
梓
σ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　

に
記
載
し
、
登
記
す
る
の
が
慣
例
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う

な
公
証
人
慣
行
の
中
に
お
い
て
、
取
得
時
効
は
主
に
真
の
所
有
者
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

保
護
の
た
め
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
の
権
利
取
得
説
に
お
い
て
取
引
安
全
が
目
的
と

さ
れ
る
点
に
つ
い
て
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
無
権

利
者
か
ら
の
取
得
者
を
保
護
す
る
制
度
と
し
て
は
共
通
錯
誤
が
あ
る

が
、
こ
れ
を
適
用
す
る
に
は
厳
格
な
要
件
（
買
主
の
誤
信
は
義
務
的

で
且
つ
必
然
的
で
な
く
て
は
な
ら
ず
、
し
か
も
…
錯
誤
者
が
予
測
か
つ

予
防
で
き
な
い
場
合
、
あ
る
い
は
一
般
人
の
慎
重
さ
を
持
っ
て
し
て

も
予
防
で
き
な
い
場
合
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）
を
満
た
さ
ね
ば
な

　
　
　
　
　

ら
な
い
。
こ
の
厳
格
な
要
件
を
満
た
す
こ
と
の
で
き
な
い
場
合
に
対

す
る
、
救
済
を
行
う
も
の
と
し
て
時
効
が
作
用
す
る
た
め
、
取
得
時

効
は
取
引
安
全
を
確
保
す
る
と
い
う
目
的
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
日
本
法
上
、
無
権
利
者
か
ら
の
取
得
者
を
保
護
す
る
制
度

と
し
て
九
四
条
二
項
が
類
推
適
用
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は
共
通

錯
誤
が
要
件
と
さ
れ
な
い
の
で
、
フ
ラ
ン
ス
と
同
様
に
取
引
安
全
を

時
効
の
目
的
に
す
る
こ
と
に
は
困
難
が
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
根
拠
が

占
有
者
と
取
り
引
き
し
た
善
意
の
第
三
者
が
存
在
す
る
場
合
に
の
み

妥
当
す
る
こ
と
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
も
認
識
さ
れ
て
お
り
、
悪

意
の
第
三
者
が
存
在
す
る
場
合
に
は
経
済
的
利
益
を
時
効
の
目
的
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　

す
る
し
か
な
い
と
さ
れ
る
。

　
次
に
、
一
九
世
紀
の
権
利
取
得
説
と
そ
れ
以
後
の
権
利
取
得
説
で

は
、
権
利
取
得
に
よ
っ
て
守
ら
れ
る
公
益
の
内
実
が
異
な
っ
て
い
る

点
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
一
九
世
紀
の
権
利
取
得
説
に
お
い
て
、

権
利
取
得
説
の
根
拠
と
し
て
説
か
れ
た
の
は
、
主
に
紛
争
の
回
避
の

視
点
で
あ
る
。
一
方
、
そ
れ
以
後
の
フ
ラ
ン
ス
学
説
や
日
本
の
学
説

で
は
、
公
益
に
つ
い
て
触
れ
る
場
合
、
永
続
す
る
事
実
状
態
の
保
護

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　

と
い
う
点
し
か
強
調
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
一
九
世
紀
の
公
益
に
関

す
る
根
拠
が
日
本
法
で
は
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
、
そ
し
て
消
え
て

い
っ
た
の
か
は
再
検
討
の
余
地
が
あ
る
。
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
で
の
現

在
の
有
力
説
の
説
く
経
済
的
利
益
の
確
保
と
い
う
時
効
の
目
的
も
、

従
来
日
本
の
議
論
で
は
十
分
論
じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
め
、
更
な
る
検
討
を
必
要
と
す
る
も
の
と
い
え
る
。
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ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、
権
利
取
得
説
に
お
け
る
時
効
の
根

拠
を
経
済
的
利
益
並
び
に
取
引
安
全
に
お
く
前
提
と
し
て
、
判
例
上
、

権
利
を
奪
わ
れ
る
真
の
所
有
者
の
保
護
に
対
し
て
配
慮
が
な
さ
れ
て

い
る
点
を
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
フ
ラ
ン
ス
の
判
例

学
説
上
、
時
効
に
よ
っ
て
権
利
を
奪
わ
れ
る
者
が
裁
判
所
に
訴
え
る

こ
と
が
不
可
能
な
場
合
（
巨
℃
o
ω
臨
び
監
9
α
、
鋤
α
q
ε
に
は
時
効
が
進

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）

行
し
な
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
権
利
ま
た
は
権
利
を
脅
か
す

事
実
の
存
在
を
知
ら
な
い
こ
と
（
一
ひ
舜
嵩
O
『
①
鵠
O
Φ
）
も
、
こ
の
場
合
に

　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

含
め
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
日
本
法
上
、
天
災
・
事
変
に
よ
る
時
効

の
停
止
が
民
法
曲
ハ
に
定
め
ら
れ
て
い
る
（
一
六
一
条
）
が
、
こ
こ
で

い
う
避
く
べ
か
ら
ざ
る
事
変
と
は
外
部
の
障
害
で
あ
っ
て
、
主
観
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）

事
由
は
入
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
時
効
の
停
止
を
認

め
る
こ
と
が
、
時
効
制
度
全
体
の
中
で
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
る
の
か
を
検
討
す
る
余
地
が
あ
る
。

　
　
こ
の
よ
う
な
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
時
効
の
存
在
理
由
論
並
び

に
時
効
の
効
果
論
で
の
検
討
か
ら
得
た
示
唆
を
、
日
本
の
時
効
の
存

在
理
由
論
に
生
か
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
い
え
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

（
1
）
　
勾
国
U
d
O
d
r
U
一
8
Q
。
6
8
’

（
2
）
　
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
所
有
権
の
証
明
に
対
す
る
研
究
と
し
て
、

七
戸
克
彦
「
所
有
権
証
明
の
困
難
性
（
い
わ
ゆ
る
『
悪
魔
の
証
明
』
）

　
に
つ
い
て
」
慶
鷹
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
論
文
集
二
七
号
七

　
三
頁
（
昭
和
六
二
年
）
が
あ
る
。
な
お
、
拙
稿
「
短
期
取
得
時
効
と

確
定
日
付
あ
る
証
書
i
フ
ラ
ン
ス
主
要
裁
判
例
の
検
討
1
」
九
大
法

学
七
八
号
四
七
三
頁
以
下
（
平
成
＝
年
）
も
参
照
。

（
3
）
O
＞
幻
じ
d
O
2
Z
田
戸
9
0
詳
。
圃
く
芦
雰
ω
ぴ
δ
葺
a
．
し
。
。
①
Φ
血
こ

　
一
＄
G
。
Ψ
昌
。
卜
。
O
ご
層
．
ω
一
一
．

（
4
）
　
フ
ラ
ン
ス
民
法
＝
八
四
条

　
　
コ
項
　
解
除
条
件
は
、
双
務
契
約
に
お
い
て
、
両
当
事
者
の
一

方
が
そ
の
約
務
を
何
ら
満
た
さ
な
い
場
合
に
つ
い
て
常
に
予
定
さ
れ

　
て
い
る
。

　
　
二
項
　
こ
の
場
合
に
は
、
契
約
は
、
何
ら
法
律
上
当
然
に
解
除
さ

　
れ
な
い
。
約
務
の
履
行
を
何
ら
受
け
な
か
っ
た
当
事
者
は
、
あ
る
い

　
は
そ
れ
が
可
能
で
あ
る
と
き
は
合
意
の
履
行
を
他
方
当
事
者
に
強
制

　
し
、
あ
る
い
は
そ
の
解
除
を
損
害
賠
償
と
と
も
に
請
求
す
る
選
択
権

　
を
有
す
る
。

　
　
三
項
　
解
除
は
、
裁
判
上
で
請
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
被
告

　
に
は
、
状
況
に
従
っ
て
期
間
を
付
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
」

（
5
）
　
フ
ラ
ン
ス
民
法
一
六
三
〇
条

　
　
「
担
保
責
任
が
約
束
さ
れ
た
と
き
、
又
は
そ
の
点
に
つ
い
て
何
ら

　
約
束
を
し
な
か
っ
た
と
き
で
、
取
得
者
が
追
奪
さ
れ
た
場
合
に
は
、

　
取
得
者
は
、
売
主
に
対
し
て
【
以
下
の
】
請
求
を
す
る
権
利
を
有
す

　
る
。

　
　
一
　
代
金
の
返
還
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二
　
追
奪
す
る
所
有
者
に
対
し
て
取
得
者
が
果
実
を
返
還
す
る
義

　
　
　
務
を
負
う
と
き
は
、
果
実
の
返
還

　
　
三
　
買
主
の
担
保
責
任
に
関
す
る
費
用
及
び
当
初
の
請
求
者
の
た

　
　
　
め
に
要
す
る
費
用

　
　
四
．
さ
ら
に
、
損
害
賠
償
並
び
に
契
約
の
費
用
及
び
正
当
な
出
費

（
6
）
　
フ
ラ
ン
ス
民
事
訴
訟
法
の
対
審
の
原
則
と
職
権
に
よ
る
法
に
関

　
す
る
攻
撃
防
御
方
法
の
関
係
に
つ
き
研
究
し
た
邦
語
文
献
と
し
て
は

　
ロ
ジ
ェ
・
ペ
ロ
（
北
村
一
郎
・
訳
）
「
対
審
の
原
理
と
法
的
攻
撃
防
御

方
法
の
職
権
摘
出
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
九
二
九
号
九
九
頁
（
平
成
元
年
）
、

　
山
本
和
彦
「
民
事
訴
訟
に
お
け
る
法
律
問
題
に
関
す
る
審
理
構
造

　
（
一
）
」
法
律
協
会
雑
誌
一
〇
六
巻
四
号
一
六
頁
が
あ
る
。

（
7
）
≦
Z
O
国
Z
↓
Φ
件
O
臼
Z
O
＝
〉
閑
一
）
噂
牢
o
o
9
霞
①
9
乱
ρ
b
。
一
。

σ
α
こ
お
。
。
8
つ
。
巽
ω
●
も
・
ω
。
。
ω
・
な
お
、
山
本
・
前
掲
「
民
事
訴
訟
に
お

　
け
る
法
律
問
題
に
関
す
る
審
理
構
造
（
一
）
」
八
六
頁
以
下
も
参
照
。

（
8
）
　
推
定
説
・
権
利
取
得
説
の
分
類
は
、
松
久
三
四
彦
「
時
効
制
度
」

　
『
民
法
講
座
　
第
一
巻
』
五
四
三
頁
（
昭
和
五
九
年
）
を
参
考
に
し

　
た
。（

9
）
罎
O
d
カ
い
0
7
霞
草
け
三
8
ω
寒
露
㊦
ω
ω
霞
電
q
o
凶
ω
ぎ
Φ

　
①
×
曇
日
①
⇒
α
⊆
O
O
α
Φ
2
鋤
b
o
一
ひ
o
P
什
・
ω
↓
H
Q
Q
置
4
昌
。
一
謡
O
①
什
ω
↓
b
O

　
刈
Q
。
常
呂
ω
●

（
1
0
）
　
＞
C
b
d
菊
k
卑
幻
＞
d
”
O
o
霞
Q
・
α
①
曾
○
犀
。
同
≦
一
貯
蝉
コ
O
鋤
凶
o
D
蓉
・
N
‘

　
α
①
Φ
α
4
一
◎
。
㊤
ご
燭
胃
O
●
勾
＞
9
「
〉
ぴ
O
目
≦
〉
【
O
Z
炉
O
＞
¢
い
日
口
。

　
b
⇔
一
㊤
も
．
朝
①
N
・

（
1
1
）
b
u
＞
d
響
く
・
い
＞
O
＞
Z
↓
毫
津
田
①
け
目
ω
。
∩
男
導
↓
邑
融

　
夢
O
o
ユ
ρ
ロ
Φ
簿
b
鑓
鉱
ρ
＝
Φ
血
。
山
δ
凶
け
。
凶
〈
貫
U
①
一
餌
嘆
①
ω
o
「
君
餓
o
P
駆
Φ

　
⑩
α
4
H
㊤
b
●
継
こ
旨
。
雪
こ
O
℃
卜
O
H

（
1
2
）
　
］
≦
O
d
幻
ピ
O
Z
層
。
冒
b
一
戸
⇒
。
嵩
綬
4
0
℃
刈
8
簿
ω
．

（
1
3
）
　
】
≦
〉
菊
O
＞
O
や
国
×
覧
凶
6
象
一
〇
昌
出
直
〇
〇
血
Φ
Z
9
。
O
o
一
Φ
O
P
一
◎
。
①
押

　
鋤
コ
N
b
。
一
㊤
」
戸
O
．
b
。
．
　
い
＞
d
幻
国
Z
θ
勺
『
貯
。
一
〇
①
ω
α
①
酔
。
騨
。
一
く
ニ

　
ヰ
9
づ
ゆ
巴
ω
こ
　
げ
ω
N
こ
　
口
。
ω
一
こ
　
℃
O
　
一
Φ
齢
　
ω
’
　
b
d
＞
⊂
U
幻
団
－

　
い
＞
O
＞
Z
日
一
Z
国
選
一
国
Φ
樽
↓
一
ω
ω
国
客
o
O
b
一
戸
コ
。
漣
‘
O
O
H
①
簿
ψ

（
1
4
）
　
U
d
＞
C
U
勾
磯
－
い
＞
O
》
Z
↓
一
Z
国
幻
一
国
Φ
け
日
圃
ω
ω
国
ズ
O
P
o
芦
謬
。

　
卜
。
㊤
●
も
O
b
。
ら
2
ω
．
ま
た
ロ
ラ
ン
は
、
権
利
の
永
久
性
を
認
め
る
こ
と

　
は
、
社
会
に
混
乱
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
と
説
明
す
る

　
（
い
＞
d
幻
国
Z
↓
”
o
℃
h
嘗
昌
。
①
こ
O
冒
一
α
①
辞
ω
畳
）
。

（
1
5
）
　
ζ
》
閑
O
＞
U
炉
O
O
’
o
門
戸
鋤
冨
b
o
曽
㊤
4
一
一
一
〇
●
切
●

（
1
6
）
　
℃
ピ
＞
Z
囲
O
い
①
け
肉
一
℃
国
菊
↓
堕
↓
『
臥
9
嘆
曽
ユ
ρ
二
①
α
①
曾
。
凶
梓
。
凶
く
躍

　
碕
①
づ
O
巴
ω
．
蓉
●
ω
；
一
㊤
切
N
づ
。
謹
○
。
こ
℃
刈
匙
●

（
1
7
）
　
℃
い
＞
2
一
〇
い
9
即
一
℃
国
菊
↓
”
o
O
●
o
一
戸
昌
。
①
Q
。
◎
。
こ
O
冒
＄
刈
簿
ω
●

（
1
8
）
　
臼
○
ω
ω
国
閑
＞
Z
曼
O
o
に
『
ω
鳥
①
匹
8
淳
q
≦
一
〇
〇
ω
粟
国
｛
州
国
詞
ゆ
巴
ω
習
●

　
一
こ
H
㊤
ω
O
↓
昌
。
ω
嵩
①
◎
◎
9
ω
”
O
O
『
刈
㊤
卑
ω
●

（
1
9
）
　
旨
O
Q
D
ω
乱
菊
＞
Z
P
O
O
●
o
一
戸
昌
。
一
①
O
ρ
O
自
切
・

（
2
0
）
　
↓
同
日
勾
国
簿
ω
一
】
≦
い
国
戸
∪
『
o
淳
。
一
≦
一
”
い
①
ω
げ
凶
①
コ
ρ
α
Φ
Φ
9

　
一
8
0
。
博
口
。
ミ
Q
。
4
冒
℃
．
ω
ω
N
卑
ω
●
　
一
〇
C
菊
U
＞
一
Z
鴇
い
①
ω
げ
一
Φ
昌
。
。
㍉
り
り
μ
づ
。

　
H
㊤
①
4
0
』
㎝
ら
●

（
2
1
）
　
国
こ
ピ
2
匂
］
≦
＞
N
国
＞
d
U
曾
O
＝
〉
じ
d
＞
ρ
い
Φ
ゆ
。
昌
ω
α
①
曾
。
律

。
貯
凶
一
蓉
●
N
‘
b
。
①
＜
o
一
‘
。
。
①
O
α
．
篇
㊤
逡
B
。
頴
O
。
。
．
も
b
①
P
　
マ
ゾ
オ
と
同
様

　
に
遡
及
効
の
根
拠
を
第
三
者
保
護
に
お
く
も
の
と
し
て
旨
O
C
零
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U
＞
一
7
8
・
O
持
づ
。
一
㊤
①
4
0
0
誤
ω
卑
ω
．
が
あ
る
。

（
2
2
）
　
出
こ
U
卑
｝
し
≦
＞
N
国
＞
9
）
簿
O
霞
〉
じ
σ
〉
ω
b
℃
・
9
け
も
。
．
一
蔭
ω
簿

　
ω
↓
℃
P
一
8
簿
ω
．

（
2
3
）
　
出
‘
い
簿
一
］
≦
＞
N
国
〉
¢
U
簿
O
匡
〉
⇔
σ
＞
9
0
℃
．
o
間
け
も
。
頴
O
ご
P

　
卜
○
も
n
ρ
昌
。
一
餌
窃
↓
P
b
。
①
b
O
’
　
｝
O
¢
幻
O
＞
國
Z
博
o
P
o
鍔
⇒
。
、
，
一
〇
。
心
①
叶
ω
‘
℃
℃

　
N
ホ
簿
ω
．

（
2
4
）
　
滝
沢
奉
代
「
取
得
時
効
と
登
記
（
一
）
（
二
・
完
）
一
二
重
譲
渡

　
ケ
ー
ス
を
中
心
に
一
」
成
城
法
学
一
九
号
～
頁
（
昭
和
六
〇
年
）
二

　
二
号
一
九
頁
（
昭
和
六
一
年
）
、
良
永
和
隆
「
『
取
得
時
効
と
登
記
』

　
問
題
解
決
の
比
較
法
的
視
点
」
専
修
法
学
論
集
四
七
号
二
五
五
頁
参

照
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
判
例
参
照
。

　　　　　3029
）　　　）

　　　　　　　　　　　　　

28　27　26　25
）　　　）　　　V　　　）

O
＞
カ
じ
d
O
Z
2
臼
榊
o
P
o
嘗
昌
β
㊤
。
。
こ
℃
’
ω
O
一
’

O
＞
菊
じ
d
O
Z
Z
一
国
榊
。
や
。
鉾
昌
。
H
O
。
㊤
こ
℃
．
N
8
．

N
団
Z
＞
↓
一
矯
幻
↓
O
o
凶
く
お
O
刈
・
刈
O
卜
。
’

N
団
Z
＞
↓
一
｝
い
Φ
ω
甑
Φ
護
ρ
δ
◎
。
o
。
’
5
。
。
，
ω
H
ω
二
〇
や
ω
卜
。
一
戸
ω
・

N
団
Z
諺
↓
押
。
℃
曾
。
搾
鵠
。
認
b
。
4
℃
b
・
ω
ω
O
●

宣
言
的
効
果
と
は
宣
言
的
行
為
に
付
与
さ
れ
る
効
果
を
い
う
。

　
こ
の
宣
言
的
行
為
と
は
既
存
の
法
的
地
位
を
確
認
す
る
行
為
の
こ
と

を
い
う
（
中
村
紘
一
・
新
倉
修
・
今
関
源
成
監
訳
『
フ
ラ
ン
ス
法
律
用

語
辞
典
』
六
、
＝
一
五
頁
〈
平
成
八
年
〉
）
。
國

（
3
1
）
　
日
本
の
学
説
状
況
の
概
観
を
提
示
す
る
も
の
と
し
て
、
松
久
・

前
掲
「
時
効
制
度
」
五
四
一
頁
が
あ
る
。

（
3
2
）
　
不
動
産
取
引
に
お
け
る
公
証
人
の
役
割
に
関
す
る
代
表
的
な
文

献
と
し
て
、
鎌
田
薫
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
不
動
産
取
引
と
公
証
人

　
の
役
割
1
『
フ
ラ
ン
ス
法
主
義
』
の
理
解
の
た
め
に
一
（
一
）
・

　
（
二
）
」
早
稲
田
法
学
五
六
巻
一
号
三
一
頁
、
二
号
一
頁
（
昭
和
五
五

年
）
が
あ
る
。

（
3
3
）
　
良
永
和
隆
「
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
『
取
得
時
効
と
登
記
』

　
（
二
・
完
）
」
専
修
法
学
論
集
六
四
号
九
二
頁
（
平
成
七
年
）

（
3
4
）
　
】
≦
〉
り
＞
d
幻
田
①
峠
〉
嶋
Z
両
ρ
∪
門
。
津
6
ぞ
罫
い
Φ
ω
ぼ
①
P
ω
．
9
‘

　
δ
逡
4
路
。
ま
野
P
峯
P

（
3
5
）
　
｝
国
ω
↓
N
牢
Φ
ω
q
言
鉱
8
Φ
け
O
O
ω
ω
Φ
ω
。
。
一
〇
P
P
お
。
。
♪
○
ξ
o
P

　
ミ
’

（
3
6
）
　
鵠
↓
い
①
こ
竃
＞
N
国
＞
d
U
簿
O
国
〉
切
〉
ρ
o
P
α
け
B
。
＝
一
心
‘
も
G

　
一
㊤
一
・
　
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
共
通
錯
誤
理
論
に
つ
い
て
は
、
上
井
長

久
「
フ
ラ
ン
ス
判
例
法
に
お
け
る
表
見
所
有
権
に
つ
い
て
1
不
動
産

取
引
に
お
け
る
第
三
者
保
護
の
法
理
1
」
法
律
論
叢
四
六
巻
四
号
一

　
〇
一
号
参
照
。

（
3
7
）
　
寓
↓
い
簿
匂
］
≦
＞
N
国
》
¢
U
簿
O
団
〉
じ
d
＞
ρ
O
P
α
け
B
。
ぱ
置
．
も
．

　
一
紹
．

（
3
8
）
　
我
妻
栄
『
新
訂
　
民
法
総
則
』
四
三
一
頁
（
昭
和
四
〇
年
）

（
3
9
）
　
最
近
に
お
い
て
、
長
期
取
得
時
効
の
根
拠
を
財
の
効
率
的
利
用

　
に
お
く
見
解
（
四
宮
和
夫
・
能
見
善
久
『
民
法
総
則
【
第
五
版
】
』

　
〈
平
成
一
一
年
〉
三
三
三
頁
V
が
現
れ
た
こ
と
は
、
注
目
に
値
す
る
。

（
4
0
）
　
裁
判
所
に
訴
え
る
こ
と
が
不
可
能
な
場
合
（
巨
”
o
ω
。
。
一
σ
厳
融
q

　
鋤
α
q
ε
に
は
時
効
が
進
行
し
な
い
こ
と
を
認
め
た
り
ー
デ
ィ
ン
グ

　
ケ
ー
ス
は
、
Ω
＜
卜
。
O
冨
づ
く
一
。
。
。
。
ρ
U
H
。
。
。
。
O
●
一
．
①
㎝
・
で
あ
る
。

　
　
A
は
X
の
有
す
る
不
動
産
に
対
す
る
抵
当
権
を
行
使
、
X
の
有
す
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る
不
動
産
は
競
売
に
か
け
ら
れ
、
B
が
こ
れ
を
競
落
し
た
。
X
は
、

　
競
売
代
金
の
配
当
を
前
に
し
て
、
相
続
財
産
の
分
割
ま
で
、
配
当
を

　
停
止
す
る
よ
う
求
め
、
こ
れ
が
受
理
さ
れ
た
。
し
か
し
、
B
は
配
当

　
の
停
止
が
命
じ
ら
れ
る
前
に
、
こ
の
不
動
産
を
第
三
者
Y
に
転
売
し

　
て
し
ま
っ
て
い
た
。
相
続
財
産
の
分
割
が
決
定
し
た
後
に
、
X
が
B

　
か
ら
代
金
を
受
理
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
B
は
支
払
不
能
の
状
態

　
に
あ
っ
た
た
め
、
X
は
先
取
特
権
を
Y
に
対
し
て
行
使
し
た
。
こ
れ

　
に
対
し
、
Y
は
一
〇
年
の
短
期
取
得
時
効
を
行
使
し
た
。
第
一
審
で

　
は
X
の
請
求
が
認
容
さ
れ
た
が
、
原
審
は
X
は
、
相
続
財
産
の
分
割

　
ま
で
配
当
を
停
止
す
る
判
決
が
存
在
し
た
が
ゆ
え
に
、
訴
訟
に
訴
え

　
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
っ
た
（
嘗
O
o
ω
ω
凶
げ
霞
菰
α
、
鋤
σ
q
ε
の
で
あ
る

　
か
ら
時
効
は
停
止
し
て
い
る
と
抗
弁
し
た
が
、
Y
の
控
訴
を
認
容
し

　
た
。
そ
こ
で
、
X
が
上
告
し
た
。
破
殿
院
は
、
訴
訟
に
訴
え
る
こ
と

　
が
不
可
能
な
場
合
に
時
効
の
進
行
が
停
止
す
る
こ
ど
を
認
め
た
。
し

　
か
し
、
相
続
財
産
の
分
割
ま
で
配
当
を
停
止
す
る
判
決
が
あ
っ
た
と

　
し
て
も
、
X
は
分
割
を
迅
速
に
な
す
こ
と
で
配
当
手
続
を
再
開
す
る

　
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
ま
た
競
落
人
に
対
し
て
代
金
の
寄
託
を
求
め

　
る
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
と
し
て
、
X
は
訴
訟
に
訴
え
る
こ
と
が
不

　
可
能
な
地
位
に
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
と
し
た
。
こ
の
よ
う
な
理
由

　
か
ら
、
破
殿
院
は
、
一
〇
年
の
取
得
時
効
の
成
立
を
認
め
、
X
の
上

告
を
棄
却
し
た
。

（
4
1
）
　
N
国
Z
＞
↓
押
8
。
o
凶
計
づ
。
。
。
卜
。
O
‘
O
O
．
認
。
。
2
ω
．

（
4
2
）
　
我
妻
・
前
掲
『
新
訂
　
民
法
総
則
』
四
七
七
頁
。
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